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インターバンクの声 （2017 年 5 月 25 日） 
 

東京市場の終盤にもごく短時間ながら 2 度ほど 112 円台に乗せた後、111 円 70 銭

台で取引される時間が続いたドル円だが、FOMC の議事要旨発表が近づく頃には

112 円ちょうど前後に落ち着き始めていた。 

最近の経済指標には低調な内容が目立ち始めていたが、それでも市場の 6 月利上

げ織り込み率は高い水準を保ったままで、議事要旨から探ろうとしていたのは6月以

降の年内利上げ見通しについてだった。これまでの見方とそれほど変化がない議事

要旨の内容であれば、徐々に円安が進みそうな気配だったが、現実はそう簡単では

なかった。 

大半の FOMC メンバーは、経済情勢が想定通りであれば「早めの」利上げが適切と

指摘したが、やはり 4 月に発表されていた経済指標などが気になったのか、経済成

長の減速が一時的なものかどうかを確認するまで利上げは控えるべきとの見方も明

らかになった。 

これではさすがにドル買いを進めるわけには行かず、短期の収益を狙ったドル買い

ポジションが一気に売り戻された。地政学リスクが一時よりも低下し、トランプ大統領

のロシア疑惑問題の解決には時間がかかるとの見方にドル買いに少し安心感が戻

っていたが、この議事要旨の内容で再びドル買いが難しくなってしまった。 
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